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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期
第２四半期
連結累計期間

第62期
第２四半期
連結累計期間

第61期

会計期間
自　2019年４月１日
至　2019年９月30日

自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2019年４月１日
至　2020年３月31日

売上高 （千円） 9,296,750 8,456,029 17,957,935

経常利益 （千円） 892,140 758,342 1,347,198

親会社株主に帰属する四半期（当期）

純利益
（千円） 554,625 460,041 884,701

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 516,815 433,005 840,895

純資産額 （千円） 10,593,878 10,925,286 10,715,017

総資産額 （千円） 20,723,959 21,659,951 21,617,010

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 68.22 57.60 109.48

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） 67.65 57.19 108.57

自己資本比率 （％） 50.8 50.3 49.3

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 809,262 508,033 309,770

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △334,627 △242,304 △613,021

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △52,142 380,301 564,486

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 3,327,826 3,795,124 3,166,474

 

回次
第61期
第２四半期
連結会計期間

第62期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2019年７月１日
至　2019年９月30日

自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 39.02 26.95

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済及び世界経済は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う経済活動

の停滞による消費の冷え込みや貿易の減少等により景気が急速に悪化し予断を許さない状況が続いています。

このような環境のもと、当社グループは、インフラ工事、災害復興、リサイクル、再生エネルギー関連の建設・

産業用機械を取り扱っていることもあり、行政の指導のもと従業員や関係する皆様方の感染防止に努めつつ事業活

動を継続し、顧客要請に対応した安定的な商品供給とアフターサービスを心がけてまいりました。また、接待費・

出張費の抑制運用や会議のリモート化等により経費削減にも注力してまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高8,456,029千円（前年同期比9.0％減）、営業利益

735,924千円（前年同期比16.5％減）、経常利益758,342千円（前年同期比15.0％減）、親会社株主に帰属する四半

期純利益460,041千円（前年同期比17.1％減）と減収減益になりましたが、連結業績予想は上回りました。尚、販

売費及び一般管理費は1,710,210千円（前年同期比9.3％減）となりました。

当第２四半期連結累計期間のセグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

国内セグメントは、売上高5,751,225千円（前年同期比7.9％減）となりました。機種別には、首都圏を中心にコ

ロナ禍中での買い控え影響等もあり、主力の圧砕機の売上高は2,539,548千円（前年同期比18.7％減）、油圧ブ

レーカの売上高は381,085千円（前年同期比17.0％減）となりました。一方で、災害復興等の用途が見込まれるつ

かみ機は469,063千円（前年同期比20.3％増）となりました。また、バイオマス発電向け等の需要が堅調な環境関

連機器は、大型木材破砕機が順調に納入できた結果、売上高は937,857千円（前年同期比27.2％増）となりまし

た。アフタービジネスについては、原材料売上高が628,457千円（前年同期比8.0％減）、修理売上高は390,143千

円（前年同期比1.6％増）となりました。その結果、セグメント利益は環境関連機器の利益寄与等ありましたが

566,257千円（前年同期比12.3％減）で減益という結果になりました。

海外セグメントは、売上高1,366,537千円（前年同期比18.5％減）となりました。現地法人のある米欧では、コ

ロナ感染拡大が一気に進む中、事業活動は継続したものの制限が大きく、米国では売上高896,314千円（前年同期

比27.1％減）で減収となりました。一方、欧州は売上高233,039千円（前年同期比8.0％増）、昨年来苦戦が続いて

いたアジア地域は、同じくコロナ影響はあったものの、新商材の投入により売上高215,620千円（前年同期比5.3％

増）と前年並みを確保し回復の兆しが見られました。その結果、セグメント利益は米国での減収影響が大きく

136,248千円（前年同期比35.5％減）となりました。

南星セグメントは、売上高1,338,266千円（前年同期比2.6％減）となりました。コロナ禍中での買い控え影響等

もあり林業機械は売上高339,978千円（前年同期比10.0％減）、金属スクラップ機械は売上高115,891千円（前年同

期比36.6％減）となったものの、ケーブルクレーン部門は再生可能エネルギーとして見直されている水力発電所の

改修工事が安定していることもあり売上高600,857千円（前年同期比34.3％増）となりました。一方、利益面に関

しては経費削減等の効果もあり、セグメント利益は、55,129千円（前年同期比21.4％増）となりました。

 

(2）財政状態の分析

（資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は、21,659,951千円（前連結会計年度末21,617,010千円）とな

り42,940千円増加しました。受取手形及び売掛金が963,264千円、商品及び製品が96,876千円減少しましたが、現

金及び預金が628,537千円、建設仮勘定が463,293千円、仕掛品が134,693千円それぞれ増加したことが主な要因で

す。

（負債の部）

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、10,734,664千円（前連結会計年度末10,901,993千円）とな

り167,328千円減少しました。長期借入金が342,700千円、短期借入金が198,485千円、流動負債のその他が193,044

千円それぞれ増加しましたが、支払手形及び買掛金が1,133,005千円減少したことが主な要因です。

（純資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、10,925,286千円（前連結会計年度末10,715,017千円）と

なり210,269千円増加しました。剰余金処分の配当金支払223,347千円を行いましたが、親会社株主に帰属する四半

期純利益460,041千円を計上したことが主な要因です。
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(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、3,795,124千円（前年

同期は3,327,826千円）となりました。

各活動別のキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は508,033千円（前年同期は809,262千円の収

入）となりました。これは主に、仕入債務の減少額1,138,309千円がありましたが、売上債権の減少額956,078千

円、税金等調整前四半期純利益756,462千円が計上されたことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は242,304千円（前年同期は334,627千円の支

出）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出200,633千円、無形固定資産の取得による支出

56,293千円が計上されたことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果得られた資金は380,301千円（前年同期は52,142千円の支

出）となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出263,296千円、配当金の支払額223,034千円がありま

したが、長期借入れによる収入671,844千円、短期借入金の純増加額198,485千円が計上されたことによるものであ

ります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は、87,168千円であります。なお、当第２

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,378,700 8,378,700
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は100株で

あります。

計 8,378,700 8,378,700 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2020年７月１日～

2020年９月30日
－ 8,378,700 － 2,221,123 － 2,171,688
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（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目１１番３号 575 7.19

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海１丁目８番１２号 399 4.99

岡田　勝彦 大阪市城東区 369 4.61

岡田　眞一郎 大阪府和泉市 348 4.35

極東開発工業株式会社 兵庫県西宮市甲子園口６丁目１番45号 300 3.75

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 242 3.03

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 220 2.75

株式会社南星 熊本市中央区上通町６丁目８番 200 2.50

株式会社テイサク 名古屋市熱田区四番１丁目15番６号 185 2.31

株式会社池崎鉄工所 大阪府岸和田市内畑町2115 180 2.25

計 － 3,019 37.76

（注）上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　575千株

株式会社日本カストディ銀行（信託口）　　　　　　　399千株

 

EDINET提出書類

オカダアイヨン株式会社(E01696)

四半期報告書

 6/20



（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 381,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,994,800 79,948 －

単元未満株式 普通株式 2,200 － －

発行済株式総数  8,378,700 － －

総株主の議決権  － 79,948 －

（注）　完全議決権株式（その他）には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株含まれております。なお、「議決権

の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数30個が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

オカダアイヨン㈱
大阪市港区海岸通

４丁目１番18号
381,700 － 381,700 4.55

計 － 381,700 － 381,700 4.55

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．　監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,193,817 3,822,354

受取手形及び売掛金 4,930,165 3,966,900

商品及び製品 3,841,732 3,744,856

仕掛品 255,020 389,713

原材料及び貯蔵品 2,659,520 2,579,971

その他 452,712 378,561

貸倒引当金 △11,225 △8,795

流動資産合計 15,321,743 14,873,561

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,298,187 2,230,911

機械装置及び運搬具（純額） 598,801 571,581

土地 2,020,793 2,019,839

建設仮勘定 263,840 727,134

その他（純額） 78,927 74,263

有形固定資産合計 5,260,550 5,623,729

無形固定資産   

のれん 104,734 83,787

その他 262,434 366,316

無形固定資産合計 367,169 450,104

投資その他の資産   

投資有価証券 249,069 299,709

繰延税金資産 334,900 313,663

その他 86,394 101,999

貸倒引当金 △2,816 △2,816

投資その他の資産合計 667,547 712,555

固定資産合計 6,295,267 6,786,389

資産合計 21,617,010 21,659,951
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,537,877 2,404,872

短期借入金 3,354,405 3,552,890

1年内返済予定の長期借入金 456,472 522,320

未払法人税等 142,741 301,480

賞与引当金 215,037 207,914

その他 751,237 944,282

流動負債合計 8,457,770 7,933,759

固定負債   

長期借入金 1,920,132 2,262,832

退職給付に係る負債 480,448 491,082

その他 43,641 46,990

固定負債合計 2,444,222 2,800,905

負債合計 10,901,993 10,734,664

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,221,123 2,221,123

資本剰余金 2,263,081 2,271,057

利益剰余金 6,431,883 6,668,578

自己株式 △268,250 △254,709

株主資本合計 10,647,838 10,906,049

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 18,094 50,876

繰延ヘッジ損益 △1,513 △695

為替換算調整勘定 △5,321 △65,956

その他の包括利益累計額合計 11,259 △15,776

新株予約権 55,918 35,013

純資産合計 10,715,017 10,925,286

負債純資産合計 21,617,010 21,659,951

 

EDINET提出書類

オカダアイヨン株式会社(E01696)

四半期報告書

10/20



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 9,296,750 8,456,029

売上原価 6,528,611 6,009,894

売上総利益 2,768,138 2,446,134

販売費及び一般管理費 ※ 1,886,465 ※ 1,710,210

営業利益 881,673 735,924

営業外収益   

受取利息 6,119 2,855

受取配当金 5,709 5,997

固定資産売却益 6,780 18,386

貸倒引当金戻入額 5,704 2,423

その他 9,564 16,618

営業外収益合計 33,879 46,280

営業外費用   

支払利息 13,120 17,171

債権売却損 2,597 1,554

為替差損 3,369 4,607

その他 4,325 529

営業外費用合計 23,412 23,862

経常利益 892,140 758,342

特別利益   

新株予約権戻入益 － 12,928

特別利益合計 － 12,928

特別損失   

固定資産処分損 － 14,807

特別損失合計 － 14,807

税金等調整前四半期純利益 892,140 756,462

法人税等 337,515 296,421

四半期純利益 554,625 460,041

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 554,625 460,041
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純利益 554,625 460,041

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △22,948 32,781

繰延ヘッジ損益 △4,421 817

為替換算調整勘定 △10,440 △60,635

その他の包括利益合計 △37,810 △27,036

四半期包括利益 516,815 433,005

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 516,815 433,005

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 892,140 756,462

減価償却費 184,396 183,895

のれん償却額 20,946 20,946

株式報酬費用 4,489 4,074

賞与引当金の増減額（△は減少） 10,349 △7,122

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,420 △2,423

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 15,065 10,633

受取利息及び受取配当金 △11,829 △8,852

支払利息 13,120 17,171

固定資産除売却損益（△は益） △5,495 △18,366

売上債権の増減額（△は増加） 723,782 956,078

たな卸資産の増減額（△は増加） △440,287 △65,031

仕入債務の増減額（△は減少） △269,378 △1,138,309

その他の資産の増減額（△は増加） 132,758 107,149

その他の負債の増減額（△は減少） △226,286 △149,701

その他 △28 11,303

小計 1,038,323 677,907

利息及び配当金の受取額 11,634 8,699

利息の支払額 △13,239 △17,348

法人税等の支払額 △227,455 △161,224

営業活動によるキャッシュ・フロー 809,262 508,033

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △369,528 △200,633

有形固定資産の売却による収入 75,554 31,281

無形固定資産の取得による支出 △40,884 △56,293

投資有価証券の取得による支出 － △3,189

貸付金の回収による収入 149 151

敷金及び保証金の差入による支出 △900 △13,863

敷金及び保証金の回収による収入 982 242

投資活動によるキャッシュ・フロー △334,627 △242,304
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  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 98,465 198,485

長期借入れによる収入 200,000 671,844

長期借入金の返済による支出 △121,900 △263,296

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △9,714 △9,671

配当金の支払額 △219,380 △223,034

ストックオプションの行使による収入 387 5,973

財務活動によるキャッシュ・フロー △52,142 380,301

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,792 △17,380

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 418,701 628,649

現金及び現金同等物の期首残高 2,909,125 3,166,474

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,327,826 ※ 3,795,124
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度
（2020年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2020年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 10,501千円 13,932千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
　　至 2019年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
　　至 2020年９月30日）

給料 601,699千円 592,364千円

賞与引当金繰入額 132,650 115,807

退職給付費用 24,896 25,510

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

現金及び預金勘定 3,355,153千円 3,822,354千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △27,327 △27,230

現金及び現金同等物 3,327,826 3,795,124

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月20日

定時株主総会
普通株式 219,404 27.0  2019年３月31日  2019年６月21日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月18日

定時株主総会
普通株式 223,347 28.00  2020年３月31日  2020年６月19日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

 国内 海外 南星 計

売上高       

外部顧客への売上高 6,246,555 1,676,507 1,373,687 9,296,750 － 9,296,750

セグメント間の内部売上高又は

振替高
188,764 290 99,660 288,715 △288,715 －

計 6,435,319 1,676,797 1,473,348 9,585,466 △288,715 9,296,750

セグメント利益 645,877 211,105 45,412 902,395 △20,721 881,673

(注)１　調整額は以下のとおりであります。

　セグメント利益の調整額△20,721千円の内訳は、のれんの償却額△20,946千円、セグメント間取引消

去225千円であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

 国内 海外 南星 計

売上高       

外部顧客への売上高 5,751,225 1,366,537 1,338,266 8,456,029 － 8,456,029

セグメント間の内部売上高又は

振替高
192,671 3,578 89,294 285,544 △285,544 －

計 5,943,897 1,370,115 1,427,561 8,741,574 △285,544 8,456,029

セグメント利益 566,257 136,248 55,129 757,635 △21,711 735,924

(注)１　調整額は以下のとおりであります。

　セグメント利益の調整額△21,711千円の内訳は、のれんの償却額△20,946千円、セグメント間取引消

去△764千円であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 68円22銭 57円60銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
554,625 460,041

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益金額（千円）
554,625 460,041

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,129 7,987

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額
67円65銭 57円19銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） 68 57

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

 

 

－

 

 

－

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
2020年11月12日

オカダアイヨン株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

大阪事務所

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 西　野　裕　久　㊞

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 安　田　智　則　㊞

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオカダアイヨン

株式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オカダアイヨン株式会社及び連結子会社の2020年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継

続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続

を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められ

ると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論

付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結

財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半

期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できな

くなる可能性がある。

四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準

に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸表の

表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項

が認められないかどうかを評価する。

四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガード

を講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
 
（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。
２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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